
2027年、12年ぶりの「ひつじ年」を前に、北海道のジンギスカン業界が⼀堂に

報道関係者各位 2026年9⽉29⽇
MLA（ミート・アンド・ライブストック・オーストラリア）

⽇時：2026年10⽉27⽇（⽕）
サミット：17:00〜18:30
ジンパ・情報交換会：18:30〜21:00

会場：アサヒビール園 はまなす館
北海道札幌市⽩⽯区南郷通4丁⽬南1-1

参加費：無料
参加申込：https://aussielamb.jp/link/jsmt26.html

「AUSSIE MEAT ACADEMY 北海道ジンギスカンサミット2026」開催概要

「AUSSIE MEAT ACADEMY
北海道ジンギスカンサミット2026」開催

市場・⽂化・PR・現場、それぞれの視点から
ジンギスカンの「これから」を業界みんなで考える

2026年10⽉27⽇（⽕）＠アサヒビール園 はまなす館

オーストラリアの⽜⾁・⽺⾁⽣産者団体「ミート・アンド・ライブストック・オーストラリア」
（本社：オーストラリア・シドニー、以下「MLA」）は、北海道遺産ジンギスカン応援隊とともに、
2026年10⽉27⽇（⽕）、札幌・アサヒビール園 はまなす館にて、「AUSSIE MEAT ACADEMY 北
海道ジンギスカンサミット2026」を開催いたします。

2027年は、12年ぶりの「ひつじ年」。原料価格の⾼騰や為替の影響など、ジンギスカンを取り巻く
環境が⼤きく変化するなか、本サミットでは、メーカー、飲⾷店、流通・卸、⼩売、⾷品関連など、
ジンギスカンに関わるさまざまな業界関係者が集まり、価格だけではないジンギスカンの「価値」
を、これからどう伝え、育てていくかを考えます。

当⽇は、MLAによる世界と⽇本の⽺⾁市場の最新動向をはじめ、北海道遺産ジンギスカン応援隊に
よる⽂化継承の取り組み、「ジンギスカンのジンくん」を展開する合同会社⼯房アルティスタによ
るPR・企業連携、さらに道内でジンギスカンを製造・販売する事業者による現場からの発信など、
市場・⽂化・PR・現場という異なる視点から、ジンギスカンの「いま」と「これから」を考えるプ
ログラムを予定しています。

MLAでは、2027年のひつじ年に向けて、⽺⾁をより⾝近に楽しむ新たな⾷⽂化を「⽺⾷（ようしょく）」と名付け、
⽺⾁を⼀部の地域や専⾨店で味わう⾷材に留めず、⽜⾁・豚⾁・鶏⾁に続く選択肢として発信いたします。本イベ
ントもその⼀環として、オージー・ラムの魅⼒を広げるとともに、地域の飲⾷店や、⽣産者、消費者をつなぎ、⽇
本における新たなラム⾁⽂化の創出を⽬指します。
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■ ジンギスカンの「いま」を知り、「これから」を考える

SESSION 01｜世界と⽇本の⽺⾁市場、その現在地。

オーストラリア産ラムの⽣産・輸出状況や、世界・⽇本の⽺⾁市場、最新の
トレンドなどをご紹介。市場を取り巻く環境の変化から、これからのジンギ
スカンの可能性を考えます。

登壇者：三橋 ⼀法 ⽒（MLA フードサービスシニアマネージャー）

本サミットでは、⽺⾁市場、⾷⽂化、PR・企業連携、そして製造・販売の現場など、ジンギスカン
に関わるさまざまな視点からセッションを実施します。それぞれの⽴場から⾒えているジンギスカン
の現在地を共有し、2027年のひつじ年、そしてその先に向けた新たな可能性を考えます。

SESSION 02｜ジンギスカン⽂化を、次の世代へ。

北海道の⾷⽂化として受け継がれてきたジンギスカン。北海道遺産ジンギス
カン応援隊のこれまでの活動や、企業・地域との取り組みを紹介しながら、
ジンギスカン⽂化を次の世代へつないでいくためにできることを考えます。

登壇者：本⽥ 美穂⼦ ⽒（北海道遺産ジンギスカン応援隊 隊⻑）

SESSION 03｜ 「ジンくん」から広がる、ジンギスカンの可能性。

北海道で親しまれているキャラクター「ジンギスカンのジンくん」。これま
での活動や企業・商品などとのコラボレーション事例を通して、キャラク
ターを起点とした新しいジンギスカンの発信や、企業・地域との連携の可能
性を紹介します。

登壇者：五⼗嵐 愛 ⽒（合同会社⼯房アルティスタ）

SESSION 04｜ジンギスカンの現場から

ジンギスカンを取り巻く環境が変化するなか、実際の製造・販売の現場では、
いま何が起きているのか。道内でジンギスカンを製造・販売する事業者が登
壇し、原料価格や市場環境の変化、商品づくりや販売の現場で感じている課
題、現在の取り組みなどを紹介。現場の視点から、これからのジンギスカン
の可能性を考えます。

登壇者：調整中

各セッションの登壇者が、それぞれの⽴場からクロストーク。2027年のひつじ年をどう活かしてい
くのか。メーカー・飲⾷・⼩売など、⽴場を越えて⼀緒にできることは何か。価格だけではなく、ジ
ンギスカンの価値をどう伝えていくのか。市場、⽂化、PR、そして現場。それぞれから⾒えている
現在地を持ち寄り、ジンギスカンの「次の12年」について語り合います。

CROSS TALK｜ジンギスカンの「これから」を、みんなで考える。



■ 2027年の「ひつじ年」を、次の12年のはじまりに
2027年は、12年ぶりの「ひつじ年」。

ジンギスカンが北海道を代表する⾷⽂化として広く親しまれる⼀⽅、原料価格の⾼騰や為替の影響な
ど、ジンギスカンを取り巻く事業環境は変化しています。

こうしたなか、本サミットでは2027年のひつじ年を⼀過性の盛り上がりで終わらせるのではなく、そ
の先のジンギスカン⽂化や市場を考えるひとつのきっかけとして捉えています。

メーカー、飲⾷店、流通・卸、⼩売など、それぞれ異なる⽴場でジンギスカンに関わる⼈々が現在地
や課題を共有し、新しい商品や売場、情報発信、企業・地域との連携など、これから⼀緒にできるこ
とを考える。

「価格」だけではなく、ジンギスカンが持つ「価値」をどう伝え、育てていくのか。

MLAと北海道遺産ジンギスカン応援隊は、本サミットを通じて、ジンギスカンに関わる⼈々の新たな
交流や取り組みが⽣まれ、北海道のジンギスカン⽂化が「次の12年」へとつながっていくことを⽬指
します。

■サミットの続きは、ジンギスカンを囲みながら。
サミット終了後には、同会場にて参加者による「ジンパ・情報交換会」を開催します。セッションで
交わされた議論をその場だけで終わらせるのではなく、メーカー、飲⾷店、流通・卸、⼩売など、普
段は異なる⽴場でジンギスカンに関わる参加者が、実際にジンギスカンを囲みながら交流。業種や⽴
場を越えた新たなつながりや、今後の取り組みにつながる機会を創出します。

「AUSSIE MEAT ACADEMY」は、MLAが展開する、オーストラリ
ア産⽜⾁・⽺⾁に関する知識や情報を発信する取り組みです。本サ
ミットでは、世界と⽇本の⽺⾁市場やオーストラリア産ラムに関す
る情報を共有するとともに、北海道のジンギスカン⽂化や製造・販
売の現場など、地域に根ざした視点を掛け合わせることで、⽺⾁市
場やジンギスカンのこれからについて考える機会を提供します。

「AUSSIE MEAT ACADEMY」について

※画像はイメージです



■ 報道関係者の皆さまへ｜当⽇取材のご案内
「AUSSIE MEAT ACADEMY 北海道ジンギスカンサミット2026」では、報道関係者の皆さまによる
当⽇のご取材を受け付けています。サミット各セッションのほか、登壇者によるクロストーク、サ
ミット終了後のジンパ・情報交換会などをご取材いただけます。

＜お問い合わせ先＞
MLA フードサービスシニアマネージャー：三橋 ⼀法（みつはし かずのり）
TEL：03-4589-0080（直通） メールアドレス： kmitsuhashi@mla.com.au

当⽇の主な取材ポイント

メーカー、飲⾷店、流通・卸、⼩売など、ジンギスカンに関わる業界関係者が集まり、「次の12
年」に向けた可能性を考えます。

① 2027年、12年ぶりの「ひつじ年」を前に

MLA フードサービスシニアマネージャー・三橋⼀法⽒が、世界と⽇本の⽺⾁市場や最新動向につい
て紹介します。

② 世界と⽇本の⽺⾁市場、その最新動向

北海道遺産ジンギスカン応援隊、合同会社⼯房アルティスタ、道内のジンギスカン製造・販売事業者
が、それぞれの⽴場から現在の取り組みや課題、これからの可能性を紹介します。

③ ⽂化・PR・製造販売、それぞれの現場から

サミット終了後にはジンパ・情報交換会を開催。メーカー、飲⾷店、流通・卸、⼩売など、異なる⽴
場の参加者が交流する様⼦もご取材いただけます。

④ 最後は、参加者が実際にジンギスカンを囲んで交流

ご取材いただける内容

●サミット各セッション・クロストークの撮影／取材
●登壇者へのインタビュー
●ジンパ・情報交換会の撮影／取材
※個別インタビュー等をご希望の場合は、事前にご相談ください。

https://aussielamb.jp/link/jsmt26.html

ご取材のお申し込みは、下記フォームよりお願いいたします。
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